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♪  「夏の成果」がいっぱい 

 ２学期になり学校の中のあちこちに、夏休みの間にみんなががんばって取り組んださまざまな作品や成果

物が展示・掲示されています。中でも、特に多くのスペースを使って展示されている「理科の自由研究」では、

地道にデータを積み上げた夏休みらしい研究があったり、大人では絶対に思いつかない微笑ましいテーマに

取り組んだ研究があったりなど、たくさんの「ちがい」にあふれていて、どれだけ見ても飽きることがない校

内になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 私が校内のたくさんの「名作」を見ていると、３年２組の子たちが「校長先生―！」と声をかけてくれて、

国語の授業で取り組んだ「私と小鳥と鈴と」の模造紙を満面

の笑みで見せてくれました。その模造紙に印刷された詩の最

後、あの有名な一節「みんなちがって みんないい」の部分

には、本校のスローガン「ちがいは宝物！」と大きく書き込

まれていて、「自分たちの気付きを、校長先生に伝えたい！」

と思ってくれた子どもたちから幸せな気持ちをもらうこと

ができました。改めて、子どもたちの学びがもつ多様な可能

性を感じる機会となり、よりよい２学期づくりに向けてます

ますがんばるパワーをもらうことができました。 

 

♪ 久しぶりの… 

 ４日（木）は、午後からこの地方に台風の接近が予想される心配な１日となりましたが、思ったより風雨も

激しくならず、日中はあまり雨も降ることがなく過ごすことができて安心しました。 

 そんな１日のおかげ（？）もあってか、２時間目終了後の休み時間は、珍しく熱中症指数（WBGT 値）が

２８℃を下回っていたため、子どもたちは久しぶりに運動場で休み時間を過ごすことができました。 

 休み時間になったところで、全校放送で「この放課は、外遊びができます」と連絡をすると、「やったー！！」

という声があちこちから聞こえ、運動場に子どもたちが一斉に駆け出してきました。中には激しい風雨に備え

て長靴で登校している子もいましたが、そんな子たちも含めて運動場で嬉しそうに遊ぶ様子を久しぶりに見

ちがいは宝物 ～響かせよう！蟹江のハーモニー～ 



ることができて、私たちも幸せな気持ちになりました。 

 結局その後、思ったより日差しが出てきて熱中症指数が一気

に上昇したため、子どもたちが外で遊べたのはその休み時間だ

けとなってしまいましたが、ケガや体調不良もなく、そして心

配だった風雨も穏やかな中でみんな下校ができて安心しまし

た。早く涼しい気候になって、みんなが存分に運動場で遊べる

日が来てほしいと思います。 

 

♪ 「名役者」が、たくさんいました！ 

 ５日（金）の５時間目には、１月２３日（金）に本校で公演を予定している「音楽座ミュージカル」から３

名の方が来校されて、「公演前ワークショップ」を体育館で実施しました。 

 このワークショップでは、１月に上演される「リトルプリンス」のストーリーを簡単に紹介してもらいつつ、

その場で劇団の方に選ばれた子たち（一部、先生からも選ばれていました）が、代表的な場面を簡単に演じる

体験もあり、暑い中でのワークショップになりましたが、みんな大盛り上がりの１時間になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 たくさんの「名役者」が活躍した貴重な１時間になりましたが、１月の公演も今回の体験を通じて楽しみな

気持ちでこの日を迎えるとともに、たくさんの発見や学びがある素敵な機会になることを願っています。後日、

改めて保護者の皆様にも１月の公演会について案内をさせていただく予定ですが、ご都合がつきましたら保

護者の皆様も、ぜひ観劇にご来校ください。 


